
40歳以上のみなさんが
保険料を納めます
65歳以上の方（第１号被保険者）の保険料

● 65歳以上の方の保険料は、市で必要な介護サービス費用をまかなうために算出された
　 基準額をもとに、所得に応じて段階別に区分されます。
★（保険料は３年に１度見直されます。）

基準額
牧之原市の介護サービス総費用のうち

65歳以上の方の負担分 12ヵ月
牧之原市の65歳以上の方の人数

5,700円
基準額（月額）= ÷

保険料は牧之原市で決めています

介護保険サービス費及び
地域支援事業費の財源内訳
介護保険サービス費及び
地域支援事業費の財源内訳

介護保険料はいつから納めるの？ 保険料は何に
使われるの？40歳になる方

65歳になる方

８月１日が誕生日の方　　７月分から
８月２日が誕生日の方　　８月分から

誕生日の前日の属する月の分から、２号
被保険者としての保険料を納めます。
誕生日の前日の属する月の分から、１号
被保険者としての保険料を納めます。

国民健康保険の方 職場の健康保険の方

所得や世帯にいる40～64歳の介
護保険対象者の人数によって決
まります。

医療保険分と介護保険分を合わ
せて、国民健康保険税として世
帯主が納めます。

国民健康保険の方 職場の健康保険の方

決め方

納め方

所得や世帯にいる40～64歳の介
護保険対象者の人数によって決
まります。

健康保険組合、共済組合など、加
入している医療保険の算定方式
にもとづいて決まります。

医療保険分と介護保険分を合わ
せて、健康保険料として給与から
差し引かれます。

医療保険分と介護保険分を合わ
せて、国民健康保険税として世
帯主が納めます。

例

40～64歳の方（第2号被保険者）の保険料

加入している医療保険によって決め方、
納め方が違います

介護保険料は介護サー
ビス等をまかなう費用
などに使われます。

介護給付費（施設等給付費）
第1号被保険者
（65歳以上）
の保険料23.0%

第2号被保険者
（40～64歳）
の保険料27.0%

国の負担金
25.0%

※2（施設等給付費＝20.0%）

県の負担金
12.5%

※2（施設等給付費＝17.5%）

介護給付費

市の負担金
12.5%

※2（施設等給付費＝12.5%）

地域支援事業費

第1号被保険者
（65歳以上）
の保険料23.0%

第2号被保険者
（40～64歳）
の保険料27.0%

国の負担金
25.0%

第1号被保険者
第2号被保険者

22%
28%

《平成27～29年度まで》 《平成30～令和２年度まで》
23%
27%

→
→

《令和3～5年度まで》
23％
27％

→
→

県の負担金
12.5%

介護予防・
日常生活支援
総合事業費

市の負担金
12.5%

第1号被保険者
（65歳以上）
の保険料23.0%

国の負担金
38.5%

県の負担金
19.25%

包括的支援事業・
任意事業費

介護予防・日常生活支援総合事業費 包括的支援事業・任意事業費

市の負担金
19.25%

【※1】第1号被保険者と第2号被保険者の保険料負担割合は、全国の人口比により設定されています。

【※2】施設等給付費→介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設、介護医療院、特定
施設入居者生活介護、介護予防特定施設入居者生活介護にかかる給付費

65歳以上の
保険料で23％分を
まかなうんだね
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納めていただいた保険料は、公費とともに介護保険をささえる
大切な財源になります。

●介護保険料額
段  階 対  象  者

基準額
=5,700円

保険料額
令和3年度～令和5年度

※4

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

第10段階

第11段階

第12段階

年額

年額

年額

年額

年額

年額

年額

年額

年額

年額

年額

年額

20,520円

34,200円

47,880円

61,560円

68,400円

82,080円

88,920円

102,600円

116,280円

123,120円

129,960円

136,800円

月額

月額

月額

月額

月額

月額

月額

月額

月額

月額

月額

月額

1,710円

2,850円

3,990円

5,130円

5,700円

6,840円

7,410円

8,550円

9,690円

10,260円

10,830円

11,400円

基準額×0.30

基準額×0.50

基準額×0.70

基準額×0.90

基準額×1.00

基準額×1.20

基準額×1.30

基準額×1.50

基準額×1.70

基準額×1.80

基準額×1.90

基準額×2.00

（軽減前0.50）

（軽減前0.75）

（軽減前0.75）

はい

はい はい

保険料額を確認しましょう

スタート
生活保護を受けている

老齢福祉年金※1

を受給している

いいえ

同じ世帯に市民
税を課税されて
いる人がいる

前年の合計所得金額
＋課税年金収入額※3

が80万円以下

はい

はい

前年の合計所得金額
＋課税年金収入額※3

が120万円以下

はい
前年の合計所得金額
＋課税年金収入額※3

が80万円以下

120万円未満

120万円以上210万円未満

210万円以上320万円未満

320万円以上400万円未満

400万円以上600万円未満

600万円以上800万円未満

800万円以上

いいえ

あなたに市民税が
課税されている

はい

いいえ

いいえ
いいえ

いいえ

いいえ

生活保護受給者
市民税世帯非課税かつ老齢福祉年金受給者
市民税世帯非課税かつ
被保険者本人の前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下

市民税世帯非課税かつ
被保険者本人の前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万
円超120万円以下

市民税世帯非課税かつ第1段階、第2段階に該当しない

市民税課税世帯に属する被保険者で被保険者本人非課税か
つ本人の前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円
以下

市民税課税世帯に属する被保険者で被保険者本人非課税か
つ第4段階に該当しない

市民税被保険者本人課税
（被保険者の前年の合計所得金額が120万円未満）

市民税被保険者本人課税
（被保険者の前年の合計所得金額が120万円以上210万円未満）

市民税被保険者本人課税
（被保険者の前年の合計所得金額が210万円以上320万円未満）

市民税被保険者本人課税
（被保険者の前年の合計所得金額が320万円以上400万円未満）

市民税被保険者本人課税
（被保険者の前年の合計所得金額が400万円以上600万円未満）

市民税被保険者本人課税
（被保険者の前年の合計所得金額が600万円以上800万円未満）

市民税被保険者本人課税
（被保険者の前年の合計所得金額が800万円以上）

・合計所得金額
　収入金額から必要経費に相当する金額を控除した金額で、扶養
控除や医療費控除などの所得控除する前の金額です。
　第１段階～第５段階については、「公的年金等に係る雑所得」を
控除した金額を用います。第１段階～第５段階の合計所得金額に
給与所得が含まれている場合は、給与所得から10万円を控除し
た金額を用います。
　第６段階以上の合計所得金額に給与所得または公的年金等に
係る雑所得が含まれている場合は、給与所得及び公的年金等に係
る雑所得の合計額から10万円を控除した金額を用います。
土地売却等に係る特別控除額がある場合は、「長期譲渡所得及び
短期譲渡所得に係る特別控除額」控除した金額を用います。

あなたの保険料段階は？

※2

※4

※1 老齢福祉年金：

保険料額は加入する月数によって、月割で算定されます。第1～3段階の方の
保険料は公費により軽減されています。

100円未満の端数が生じた場合、年額から切り捨てられ
ます。

明治44年4月1日以前に生まれた人などで、一定所得以下
または他の年金が受給できない人に支給される年金です。

※3 課税年金収入額：
国民年金・厚生年金・共済年金など課税対象となる種類の
年金収入額のことです。障害年金・遺族年金・老齢福祉年
金などは含まれません。

前年の合計所得
金額は？※2
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65歳以上のみなさんの
保険料の納め方

保険料を滞納すると…

納め方は、年金の額によって、　　　　　 と　　　　　　に分かれます。

保険料の納め忘れ・滞納にご注意ください

期間に応じて次のような措置がとられます

１年以上
滞納した場合

納付書で
納める方は

ご注意ください。

★支払い方法の変更が保険証に記載されます。

★災害などの特別な事情で納付が困難な方は、保険料の減免等を受けられる
　ことがありますので、牧之原市役所介護保険担当へご相談ください。

年金から差し引きではないの？
本来、年金から天引きになる「特別徴収」の方でも、一時的に「普通徴収」になる場合があります。
年金から差し引かれると思っていて、つい、うっかり納め忘れるケースもあります。ご注意ください。

年金18万円以上（月額１万５千円以上）の方

年金から天引きされます
●年金の定期払い（年６回）の際に、あらかじめ差し引かれます。
●４・６・８月は前年度２月分と同じ保険料額を納めます（仮徴収）。
●10・12・２月は、前年の所得などをもとに算出された保険料から、
　仮徴収分を除いた額を振り分けて納めます（本徴収）。

特別徴収される開始月

◎年度の途中で65歳になったとき
◎年度の途中で他の市区町村から転入したとき
◎年度の途中で他の市区町村へ転出したとき
◎年度の途中で保険料額が変更となったとき　など

★特別徴収の対象となる年金は、老齢・退職年金、遺族年金、障害年金です。

保険料が年金から天引きされる時期（一般的な例）

財産の差押

利用者が費用の全額をいったん自己負担し、申請
によって、あとで保険給付分が支給されます。

１年６ヵ月以上
滞納した場合

利用者が費用の全額を負担し、申請後も保険給付の
一部または全部が一時的に差し止めとなる措置がと
られます。なお滞納がつづくと、保険給付から滞納し
ていた保険料額が差し引かれる場合もあります。

２年以上
滞納した場合

滞納した期間に応じて、利用者負担が引き上げられ
るほか、高額介護サービス費及び高額医療合算介護
サービス費の支給が受けられなくなります。

特別徴収
年金から天引きされる年金から天引きされる

特別徴収
年金から天引きされる年金から天引きされる

普通徴収
納付費で個別に納める納付書で個別に納める

年金額18万円以上
でも、こんなときは
自分で納めます

4/1 6/1 8/1 10/1 12/1 2/1 4月 6月 8月 10月

※①4月から9月までに資格取得した方は、次の4月支給の年金から天引きが開始されます。
　②10月、11月に資格取得した方は、次の6月支給の年金から天引きが開始されます。
　③12月、1月に資格取得した方は、次の8月支給の年金から天引きが開始されます。
　④2月、3月に資格取得した方は、次の10月支給の年金から天引きが開始されます。
　　ただし、4月1日時点で年金を受給していない方は翌年4月からの開始となります。
※「資格取得」とは、転入または65歳到達により「第1号被保険者」の資格を有することです。
※65歳到達日は、誕生日の前日となります。
※一般的には上記のとおりですが、年金の受給状況などにより、開始月が変わることがあります。

開始

開始

① 4月から9月までに資格取得した方 次の4月から開始

② 10月、11月 次の6月から開始

開始③ 12月、1月 次の8月から開始

開始④ 2月、3月 次の10月から開始

　介護保険サービスの利用の有無に
かかわらず、法律に基づく滞納処分
として、預貯金、生命保険等の財産
を差し押さえる場合があります。

第2号被保険者で医療保険の未納がある場合
　第2号被保険者（40～64歳の医療保険加入者）に医療
保険料の未納がある場合、支払方法の変更と併せて、保
険給付の一部または全部について一時的に差し止めるな
どの措置がとられることがあります。

年金18万円未満（月額１万５千円未満）の方
納付書で個別に納めます

口座振替を
ご利用ください

手続きは
●牧之原市から送付される納付書の納期にしたがって納めます。

保険料を納め忘れないために、
便利で確実な口座振替を
おすすめします。

●保険料納付書
●預（貯）金通帳
●印かん（通帳の届出印）
これらを持ってお近くの金融機関へ

普通徴収
納付費で個別に納める納付書で個別に納める 介
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